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山梨（北杜市）の自然エネルギー資源を

大学との交流によって地域に活かす。

太陽：日照時間 ２３３７h（全国１位）

水:ミネラルウオーター全国シェア約５０％

（日本１位）

バイオマス：県土の７８％が森林

大学との連携による自然エネルギー研究開発



黒森自然エネルギー自給村構想

自然エネルギーによる地域エネルギー自給
大学・NPO・地域の連携によって



フィールド調査

エネルギー資源調査



黒森ゼミナール
フィールド調査の共同発表



小型水力発電実験



2006.11 マイクロ水力発電公開



森林資源の実態



森林バイオマスビジネスモデル

木質原料

(a) 0.63ton/日
（126ton/年）

(b) 0.84ton/日
（168ton/年）
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地域バイオエナジー
センター

・CO2排出権取引
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マイクロ
グリッド

黒森

森林
遊休農地

バイオマスファクトリー
製材所、木工所
ﾊﾞｲｵﾏｽﾌﾟﾗｽﾁｯｸ工場
ﾊﾞｲｵﾏｽ燃料工場

ﾁｯﾌﾟ､ﾍﾟﾚｯﾄ､炭
液体燃料､水素

バイオマス電力購入
（電力会社）

木質廃棄物

発電効率(a)20% 
(b)15%

ｽﾄｰﾌﾞ

森林発電所

性能：発電出力50kW
熱出力75kW
発電効率20%(15%)
熱回収効率30%

稼動：10hr/日×200日

森林環境税
市民発電協同信用組合

補填
・緑の雇用
・緑の公共事業

資源量（増富）

回収可能な間伐材：170ton/年
製材残材：(9500ton/年;全県)
東電伐採：406ton/年
果樹園剪定枝：45ton/年
不動産伐採：400ton/年（峡北地域）
林地残材：1,883ton/年

都市と農山漁村の
共生・対流
・森林ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
・農山村体験学習
・地域通貨活用

遊休資源
流動化促進

33世帯



100％木質バイオマスで加温した温泉槽
ガシファイヤ新規

温泉
管路

源泉槽

貯湯槽

各
浴
槽
へ

メイン熱源
男女全浴槽

×３機

森林バイオマス資源の温泉施設へ活用



箱膳による食育体験／農村伝統文化を活かす

箱膳とは、かつて商家や農家などで用いられた膳です。
自分の食事用の食器、飯茶碗や汁碗、それに小皿を箱の中に入れておき、食事時になると食器を取り

出し、箱の蓋を裏返した上に載せるとお膳になります。それにご飯や味噌汁をよそって僅かな惣菜を自
分の取り皿に取り分けて文字通りの一汁一菜の食膳になります。食べ終わると、茶碗に白湯を注ぎ一切
れ残した漬物できれいに食器をすすぎ、その漬物を食べながら湯を飲んで布巾で拭いて再び箱膳に戻し
ます。

■日本古来の食文化の姿
一人１つの箱膳と個人の食器であり、古くからの日本の食文化を継承するものです。また、最後はお

椀で白湯を飲み、食器を綺麗にして箱の中にしまうなど、無駄のない食生活を自然と学ぶことができる
ため、食を通じた礼儀作法も習得できます。

■健康食・ダイエット食
膳にのる以外の食は食べないため健康的、かつ、カロリーを抑えることができるためダイエット効果

にもつながります。



箱膳による食育体験

山梨・東京・神奈川・名古屋での体験会

日本の食事の食文化のよさ

食と農のつながり



江戸時代の築２００年古民家での箱膳体験
えがおつなげての古民家





銀座箱膳体験店舗



箱膳の開発
桐の里であり、生活工芸のまちでもある会津三島町産。
桐の箱膳、第二弾【框もの】雪深い奥合図で育った桐は、材料が
緻密で光沢があり、防虫・防湿効果に優れています。
高級感のある桐の表情が、四周に框が回る重厚なデザインとよく
合います。そして見た目とは異なり、持ち上げたときの意外な軽さ
も魅力的です。接着剤や塗料も、自然由来のものにこだわってい
ます。
制作地：福島県三島町
大きさ：本体…333×333×180 蓋… 357×357×30
金額：35,700円

縄文時代より日本に馴染みの深い栗の木。ご存知のとおり食用
として、また木自体、硬くて丈夫で水に強く、建築や家具や土木に
使われてきました。一方で表情は落ち着いた色合いと木目。
実用とデザインを兼ね備えたこの木を、重厚感ある框状の箱膳に
仕立て上げました。
制作地：山梨県北杜市
大きさ：本体…333×333×180 蓋… 357×357×30
金額：48,300円

胡桃の木は、品格と野趣を兼ね備えた表情で、家具などによく使
われ、西洋では高級家具に使われる財の一つです。日本でも沢
伝いによく生えていて、今回は八ヶ岳周辺で採れた胡桃を使い、
地元の職人さんの手で箱膳を作っていただきました。
箱膳としてはもちろんのこと、インテリアの一角にどうですか？
制作地：山梨県北杜市
大きさ：本体…333×333×180 蓋… 357×357×30
金額：36,750円

水に強い桧（ひのき）の木を使った、セルフ制作用の箱膳。
お手頃な価格で箱膳のある暮らしを提案します。
山梨県産出の間伐財の桧を使用しております。
制作地：山梨県北杜市
大きさ：本体…333×333×180 蓋… 357×357×30



全国箱膳食育ネットワークの結成



海外との交流

台湾、アメリカ、フランス、ルーマニア、フィンランド、インド等、
たくさんの国から外国人が訪れ、農村文化を体験します。



ファームウエデイング
農村の新たな住民



都市農村交流による様々な効果
１．農村地域

遊休農地解消、森林保全などが進む。
交流によって過疎の地域が元気になる。
地域の仕事が生まれてくる。定住化も始まる。

２．行政
農村の政策課題が解決される可能性が大きい。
住民のまちづくりの参画へのきっかけとなる。

３．企業
社内外に、目に見える形でCSR活動をアピールできる。

企業イメージが向上する。
社員研修効果（環境意識向上、チームワークの醸成、

社員の視野が広くなる、いきいきしてくる等）
新たなビジネス展開の可能性が芽生える。

４．大学等
研究の成果を実際にフィールドで検証することができる。
学生が元気になる。大学としての差別化ができる。

５．都市住民
元気になる。田舎暮らしへの道筋ができる。新規就農できる。
子どもの体験学習、環境教育。病気が癒される、等々。



様々な主体の連携を調整しつつ、

事業の企画運営ができる

コーデイネーター（社会企業家）の育成

都市と農村の交流による
都市農村共生型の社会づくり事業

課題



組織の特性とニーズ

一般原則 最近の傾向

行政 公平原則

お上原則

市民参画、連携
志向、モデル志向

企業 利益原則 CSR志向

NPO 思い原則 利益志向

大学 論文原則 社会貢献志向

利益志向



事業価値をつける６つの知識、スキル

市場の知識

政策の知識

人・社会への共感
コミュニケーション

問題解決
企画能力

マネジメント
能力

農村現場での
経験と知識

人材育成
ポイント



これから必要とされる都市農村交流事業の

知識、技能、マネジメントを、

包括的に修得する機会としての学びの場を、
都市農村交流学校として、運営しています。

月1回定期開催

えがおの学校



事業プランニングのプロセス１０

１．目的の設定
２．目的、及び事業の背景分析

課題分析
社会ニーズ（ウオンツ）分析
関連社会事象等の時系列分析（過去、現在、未来）

３．目標設定
第1目標、第2目標、第3目標、・・・・・

４．活用できる経営資源・社会ニーズのリスト化、またそのランク付け
５．事業仮説設定

第1仮説、第2仮説、第3仮説、・・・・・

６．事業仮説の検証分析
第1仮説、第2仮説、第3仮説、・・・・・
ﾒﾘｯﾄ・ﾃﾞﾒﾘｯﾄ比較、事業効果分析、 SWOT分析、経営資源分析、マーケテイング分析

７．事業仮説の構造化
１．本命仮説 ２．押さえ仮説 ３．ダークホース仮説 ４．控え仮説

８．各事業仮説のブレークスルーポイントの考察
９．事業仮説の経営資源の調達計画立案
１０．事業仮説のスケジュールプログラミング化



マネジメント体系

１．計画系マネジメント
月次計画

年間事業計画
中長期経営計画
経営ビジョン
人生ビジョン

２．管理部門系マネジメント
生産・流通・販促・営業・組織（人事・財務・在庫等）

３．資源系マネジメント
人・もの・金・情報・ネットワーク

４．情報系マネジメント
自らの経営情報

業務環境情報（仕入れ先、販売先、運送業者等）
競争環境情報（業界の競合先等）

公衆環境情報（地域社会、政府、マスメデイア、金融機関、一般大衆等）
マクロ環境情報（自然、文化、法律、経済等）

５．能力系マネジメント
直感系（右脳系）と論理系（左脳系）能力



最初は、事業の物語を作ってみよう

お宝さがし

ことづくり

ものづくり

仕事づくり

自分おこし

仲間集め、人おこし

人づくり

地域づくり

物語のイメージづくり
（目的、ねらいを含めて）

連携



私も次の物語づくりにチャレンジしています。
関東ツーリズム大学



関東１都１０県地域の都市農村交流ネットワーク

関東ツーリズム大学2008年開校



「生きる力」と「学ぶ力」を育む旅から生まれ
る、

持続可能な社会と新しい時代の創造。

Kanto Tourism 
Universitywill be opened in June, 2008.

Learning Vacation to Learning Community

関東ツーリズム大学設立準備協議会

協議会委員： 青木辰司 （東洋大学教授 NPO法人日本グリーンツーリズムセンター代表理事）

(50音順) 伊藤 洋 （山梨大学名誉教授 NPO法人山梨情報通信研究所理事長「えんぴつで奥の細道」著者）

井上和衛 （明治大学名誉教授 全国グリーンツーリズム協議会会長）

井上弘司 （第1回オーライニッポン大賞グランプリ受賞団体飯田市企画部企画幹）

梅津鐵市 （有限会社イズミ農園代表取締役 社団法人日本農業法人協会山梨支部代表）

小田切徳美（明治大学農学部農業経済学科教授）

金丸弘美 （食環境ジャーナリスト 日本ペンクラブ環境委員）

近藤ナオ （有限会社ＡＳＯＢＯＴ取締役 NPO法人シブヤ大学ディレクター）

齋藤章一 （財団法人都市農山漁村交流活性化機構専務理事）

佐藤彰啓 （株式会社ラーバン代表取締役 ふるさと情報館代表）

四方 洋 （NPO法人ネーチャースクール理事長 ジャーナリスト）

島村菜津 （ノンフィクション作家）

図司直也 （財団法人日本農業研究所 法政大学専任講師）

千賀裕太郎（東京農工大学農学部教授 財団法人日本グラウンドワーク協会理事）

高野 孟 （インサイダー編集長 農事組合法人鴨川自然王国世話人）

泊みゆき （NPO法人バイオマス産業社会ネットワーク理事長）

広瀬敏通 （ホールアース自然学校代表）

松木洋一 （日本獣医生命科学大学教授農学博士 アグリネイチャースチュワード協会理事長）

山口 保 （財団法人都市農山漁村交流活性化機構グリーンツーリズムセンター長）

事務局： NPO法人えがおつなげて

事務局員： 曽根原久司（事務局長 NPO法人えがおつなげて代表理事 NPO法人南アルプス山の学校理事長 山梨大学客員准教授）

浅 雄一 （ディレクター NPO法人えがおつなげて理事 株式会社ナノ・アソシエイツ代表取締役）

渡邊真由 （ディレクター NPO法人えがおつなげて理事 株式会社グローブチェイス代表取締役）

ロゴデザイン：高橋理子 （HIROCOLEDGE）

助成： 三井物産環境基金
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まず始めるべし

好きこそものの上手なれ



次回、えがおの学校

１２月１６日（日）

８：３０～ 農村の空家視察ツアー

１３：００～ プランニングマネジメント演習

１６：３０～ 地元大豆の食品加工会社の

事業承継説明＆意見交換会



農村は、都市の経済を必要としている。
都市は、農村の生命を必要としている。

多様な都市と農村の交流によって、
都市も農村も元気に暮らせる社会を

創りたいと思います。

曽根原久司

NPO法人えがおつなげて 代表理事

山梨大学客員准教授

〒408-0313山梨県北杜市白州町横手2910-2

TEL ０５５１－３５－４５６３

Eメール inaka@athena.ocn.ne.jp

HP http://www.npo-egao.net

mailto:inaka@athena.ocn.ne.jp
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